


















semantics) 1)に代表されるように、 主として意味の歴史的変化を取り扱っていた。 20世
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意味論を大きく分けると、 語のレベルの意味論と文のレベルの意味論が想定される。 語
のレベルの意味論は、 語(正確には語葉素くlexeme>)とそれに対応する意味(正確には
意義素くsememe>)関係の研究であるが、 この意味を構成する意味特徴は、 通常、 成分分
析(componential analysis)によって示される。 それは、 意味が無限に細かく分析されて






う解釈意味論(interpretive semantics)と、 意味構造を最初から設定しておき、 それを文
にまで変換していこうとする生成意味論(generative semantics)がある。 しかし、 解釈的
な考え方に関しては、 文のどのレベルの構造が解釈を付与するかについて様々な議論があ
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